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生徒指導 

 

児童相互の好ましい人間関係を育む生徒指導の在り方 
― ピア・メディエーションを生かした活動プログラムの開発を通して ― 

 

三原市立田野浦小学校 仁井原 謙二 
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Ⅰ 主題設定の理由 
小学校学習指導要領解説総則編（平成20年）では，

学級経営と生徒指導の充実について「日ごろから学

級経営の充実を図り，教師と児童の信頼関係及び児

童相互の好ましい人間関係を育てるとともに児童理

解を深め，生徒指導の充実を図ること。」1)とあり，

児童相互の人間関係づくりに努めることが示されて

いる。 

所属校では，相手に自分の思いを分かりやすく伝

えることができず攻撃的になったり，相手の思いを

受け止めようとすることができず関わりたくないと

発言したりするなど，児童間のトラブルが多い。ま

た，平成27年度広島県「基礎・基本」定着状況調査

の「自分のよさは，まわりの人からみとめられてい

ると思います。」「授業では，自分の考えとその理

由を明らかにして，相手に分かりやすく伝わるよう

に発表の工夫をしています。」の肯定的回答の割合

は，それぞれ55.7％，56.8％で，広島県の平均を下

回っている。 

これらのことから，所属校では，児童相互の好ま

しい人間関係が十分に育まれていないと考える。 

池島徳大（2010）は，日常的に対人関係上の問題

が起こるのは自然なことで，ピア・メディエーショ

ン学習を導入することで，平和的に話合いで解決し

ようとする雰囲気が生まれ，思いやりのある学級風

土への改善に，有効であると述べている。また，ピ

ア・メディエーションの導入には，まずは，教師自

身が対立問題に対する対応スキルを学ぶ必要性を述

べている。さらに，堀公俊・加留部貴行（2010）は，

ファシリテーターの働きには，参加者の主体的な学

習を支援すること，参加者同士の相互作用を促進す

ることの二つがあると述べている。 

これらのことから，教師がファシリテーションの

スキルを生かすことで，児童の主体性及び相互作用

が促進され，児童のメディエーターとしての活動に

つながると考える。 

そこで，本研究では，ファシリテーションのスキ

ルを取り入れた教師の働き掛けとピア・メディエー

ションを生かした活動プログラムを開発する。児童

の実態に即したピア・メディエーションに係る活動

を仕組み，児童がメディエーターとして活動できる

工夫を行うことで，児童相互の好ましい人間関係を

育むことができると考え，本研究題目を設定した。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 児童相互の好ましい人間関係を育む 

千葉県総合教育センター（平成25年）は，「『好

ましい人間関係』とは『お互いに尊重し合う』こと

を基本にした人間関係」2)であり，「『尊重する』

研究の要約 

本研究は，所属校第６学年の児童を対象に，児童相互の好ましい人間関係を育む生徒指導の在り方に

ついて明らかにしようとしたものである。所属校の児童実態から，児童相互の好ましい人間関係を育て

るには，児童間の対人関係上の問題への対応について学ぶ機会を設定するとともに，児童が自分に自信

をもち，他者を受け入れることができるような教師の働き掛けの工夫が必要であると考えた。そこで，

ファシリテーションのスキルを取り入れた教師の働き掛けとピア・メディエーションを生かした活動プ

ログラムを開発し，これを基に，研究授業を行った。その結果，ファシリテーションのスキルを取り入

れた教師の働き掛けが見えるピア・メディエーションを生かした活動プログラムを開発し，実践するこ

とは，児童相互の好ましい人間関係を育むことに有効であることが示唆された。 
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とは，自分との違いを認めた上で，相手を受け入れ，

そして理解する，つまり，自分と違った考えを持って

いる相手でも，人間として相手を受け入れること」3)

であると示している。滋賀県総合教育センター・畑

真子（平成13年）は，「支え合う人間関係を，『お

互いが相手を尊重している関係』『お互いが相手か

ら尊重されていると感じている関係』と捉える」4)

と述べている。さらに，佐賀県教育センター（平成

21年）は， 自尊感情が高まると，「自分に自信がも

て，自分以外の人を受け入れ，支え合えるようにな

る。」5)と示している。 

これらのことから，本研究では，児童相互の好ま

しい人間関係を育むとは，お互い尊重し合い，支え

合う人間関係を築くことと考える。 

 

２ ピア・メディエーション 
(1) ピア・メディエーションの考え方 

池島（2010）は，「日常的に，対人関係上の問題

が起こることは自然なことであるが，問題が起こる

前に人間関係の築き方やコミュニケーションの築き

方を学び，また，対立問題が起こったときの対応を

事前に学習しておくことは，proactiveな予防的・開

発的な指導を進める上で極めて重要である。」6)と

述べている。 

池島徳大・竹内和雄（2011）は，「ピア・メディ

エーションは，子どもが子どもをサポートするピ

ア・サポート活動の一環」7)で行われると述べてい

る。また，メディエーションとは「何らかの問題で

対立関係にある当事者間に，第三者（メディエー

ター：調停者）が入って，話し合いで解決できるよ

うに援助する方法」8)であると述べている。さらに，

メディエーターについて，「双方が言い分を十分に

話せるよう援助的態度を持つ中立者で，自ら審判を

下しません。あくまでも当事者が解決の提案をし，

合意形成に至るよう導きます。うまくいかなかった

場合，何度も話し合うことができるオプションの機

会が準備されていることを伝えます。解決したあと

も，良好な関係をつくることが目指されます。」9)

と述べている。 

これらのことから，本研究では，ピア・メディエー

ションとは，対立関係となった児童間に，第三者が

入って解決できるように援助する方法であると捉

え，メディエーターとは，当事者自らが解決に向け，

合意形成に至るよう導く援助的態度をもつ中立者で

あると捉える。 

また，Cohen,R.（1995）は，ピア・メディエーシ

ョンの15項目の利点を述べている。 

 
① 生徒同士のもめ事を解決することができる。 
② 生活に役立つスキルを生徒に教えることができる。 
③ 実生活上での練習を通して，生徒の対立解消スキルを
磨くことができる。 

④ 互いに協力して対立問題の解決を図るように動機付
けることができる。 

⑤ 学校の教育力を増すことができる。 
⑥ 生徒をエンパワーすることができる。 
⑦ 生徒の自尊感情を高めることができる。 
⑧ 生徒に深い洞察力を与えることができる。 
⑨ 生徒側から最上級のものを期待される。 
⑩ リスクを背負っていると思っている生徒さえも引き
つけることができる。 

⑪ 学びの時間を創造することができる。 
⑫ 予防策として役立つ。 
⑬ 学校風土を改善することができる。 
⑭ 生徒の心理社会的ニーズと教師の専門的ニーズの両
方を満たすことができる。 

⑮ 学校で起こる性差に関する対立解決の方法を提供す
ることができる。 

ピア・メディエーションの15項目の利点 
 

池島（2010）は，「ピア・メディエーション学習

を開発的指導の一環として導入することによって，

平和的に話し合いで解決しようとする雰囲気が生ま

れ，生徒，教師双方にとって有益に働いていく。何

よりも共同体の一員としての自覚（共同性意識）を

芽生えさせ，思いやりのある学校風土を改善するの

に有効なものとなっていく。」10)と述べている。 

 さらに，佐賀県教育センター(平成27年)は，トラ

ブル解決のスキル学習が，よりよい学級の雰囲気づ

くりや友だちとの関係づくりを進める上で，有効で

あると示している。また，「児童が友達とより良く

関わろうと意識したり，学級における自分を価値あ

る存在であると感じたりしていることが分かりまし

た。」11）と示している。 

これらのことから，所属校児童の課題を踏まえ，

ピア・メディエーションの学習を行うことは，自尊

感情を高めるとともに，思いやりのある学校風土に

改善し，児童相互の好ましい人間関係を育むことに

つながると考える。 

(2) ピア・メディエーションのプロセス 

池島ら（2011）は，メディエーションのプロセス

モデルとして，Cole,T.（1999）の３段階モデル“Al’s 

Formula”から，日本の児童の実態に合わせて，「ア

ルス（AL’S）の法則」を提示している。 

 
１ A(Agree)→同意する  話し合いのルールを守る 

  ① 正直に自分の気持ちを話す 
  ② しっかりと相手の話を聞く 

  ③ 相手の言葉を決してさえぎらない 
２ L(Listen)→聞く 
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  ・相手の話をしっかり聞く 
３ S(Solve)→解決する 
  ・お互い解決しようと努力する 

アルス（AL’S）の法則12) 

 

 池島ら（2011）は，ピア・メデエーションのプロ

セスにおいて，「平等に聞いてもらえた」「自分の

言い分が言えた」「すっきり解決した」という三つ

の満足感が得られるように進めていく必要があると

述べている。また，池島ら（2011）は，メディエー

ターについて，「相手を裁くという考え方で接する

のではなく，対立している２人に対して，和解策を

見出すのを手助けしようとする姿勢でかかわるこ

と」13)が重要であると述べている。池島ら（2011）

が作成した「メディエーターの役割」を，図１に示

す。 

 

 
図１ メディエーターの役割14) 

 

これらのことから，本研究におけるピア・メディ

エーションのプロセスでは，「アルス（AL’S）の法

則」を用いる。また，対立している両者の言い分を

聞き，双方が和解策を出し合うように手助けするメ

ディエーターとしての関わり方を学ぶ学習活動を行

うこととする。 

(3) ピア・メディエーションにおける教師の働き

掛け 

ア ピア・メディエーションにおける教師の役割 

池島は（2010）は，教師がもめごとの解決の仕方

を獲得し，児童への思いやりのある態度をもって，

児童への良質なコミュニケーションの仕方を示し，

解決のモデルを示す必要があると述べている。また，

教師は，サポートの態度で関わり，解決するのは児

童同士であり，両者の言い分をしっかりと聞き，冷

静に解決に向かうよう援助していくことが重要であ

ると述べている。さらに，もめごと（対立）問題に

対する考え方や介入スキルを獲得したり，傾聴スキ

ルを身に付けたりする必要があると述べている。 

所属校の児童は，相手の思いを受け止めようとす 

ることができず，他者と関わりたくないと感じたり，

自分のよさを認められていると感じていなかったり

する実態がある。 

これらのことから，ピア・メディエーションの指

導に当たって，教師は，普段からサポートの態度で

関わる必要があると考える。そこで，ピア・メディ

エーションを生かした学習活動を行う際，教師の働

き掛けの工夫を行うこととする。 

イ ファシリテーション・スキルを生かした教師

の働き掛け 

堀ら（2010）は，ファシリテーターの働きには，

参加者の主体的な学習を支援すること及び参加者同

士の相互作用を促進することの二つがあると述べて

いる。また，堀（2004）は，ファシリテーションの

スキルを，場のデザインのスキル(場をつくり，つな

げる)，対人関係のスキル（受け止め，引き出す），

構造化のスキル（かみ合わせ，整理する），合意形

成のスキル（まとめて，分かち合う）の四つがある

と述べている。 

岩瀬直樹・ちょんせいこ（2011）は，教師がファ

シリテーターとなることで，権利と権利の対立が起

こる教室に，良好なコミュニケーションでチームワ

ークを育みながら，教師と児童が共に問題解決をめ

ざすことができると述べている。さらに，授業や学

級経営のあらゆる場面で，児童の心の体力を温め，

力を引き出し，聞き合いながら，児童の課題解決力

を高め，互いに学び合うチームワークを育むことが

できると述べている。 

これらのことから，ファシリテーションのスキル

を生かした教師の働き掛けを行うことで，児童のメ

ディエーターとしての活動につながると考える。 

 

３ ピア・メディエーションを生かした活動

プログラムの開発 
(1) ピア・メディエーションを生かした学級活動 

これらのことを踏まえ，ピア・メディエーション

を生かした学級活動として，次のような展開を考え

た。 

ア 導入 

ファシリテーションのスキルのアイスブレイク

を行い，児童が活動しやすい場の雰囲気をつくる。 

イ 展開 

ピア・メディエーションに必要なルールや聞き

方・話し方のスキルを，児童自ら見いだす展開の工

夫を行う。また，ファシリテーションのスキルに基

づき，一般化・可視化などを用いた教師の働き掛け

を行う。さらに，ロールプレイを取り入れ，児童が
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体験的に学習できる構成とする。 

ウ 終末 

 終末では，児童に，感想や気付きをシェアリング

させ，児童同士で認め合ったり，学習の定着を図っ

たりさせる。 

(2) ピア・メディエーションを生かした活動プロ

グラム 

池島ら（2011）らの理論を踏まえ，ピア・メディ

エーションを生かした活動プログラムを図２のとお

り，作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 

 ファシリテーションのスキルを取り入れた教師の

働き掛けと児童の実態に即したピア・メディエー

ションを生かした活動プログラムを実施すること

 

 
【第１時】怒りの仕組みと対処法 

 

○場・アイスブレイク(なごませる場の設定) 
○場・グループサイズ(目的にあった人数の設定) 
○人・自己開示(教師の怒りの経験に係る語り) 
○人・問いかけ（オープンクエスチョンの活用） 
○構・思考の見える化(視覚的に表す怒りの仕組み) 
○合・シェアリング(考えの伝え合い) 

【第２時】トラブルを解決する方法 

 

○場・学びの価値の共有（学びの目的の共有） 
○人・自己開示(教師のトラブル解決の経験に係る語り) 
○人・問いかけ（オープンクエスチョンの活用） 
○構・思考の見える化(意見を表すホワイトボードの活用) 
○構・行動の見える化(トラブル解決に係る動画の活用) 
○合・ランキング法(意見をランキング化) 
・要約(いくつかの意見をまとめて一般化) 

 

【第３時】メディエーターの聞き方・話し方 

 

○場・学びの価値の共有（学びの目的の共有） 
○人・問いかけ（オープンクエスチョンの活用） 
○構・思考の見える化(意見を表すホワイトボードの活用) 
○構・行動の見える化(聞き方・話し方に係る動画の活用) 
○合・ランキング法(意見をランキング化) 
・要約(いくつかの意見をまとめて一般化) 
・認め合い(友だちの意見を肯定的に評価) 

図２ ピア・メディエーションを生かした活動プログラム 

 

【第４・５時】ピア・メディエーションに係る 
       ロールプレイ 

 

○場・グループサイズ（ロールプレイに適した人数の設定） 
○人・問いかけ（オープンクエスチョンの活用） 
○構・思考の見える化(意見を表すホワイトボードの活用) 
○構・行動の見える化(ロールプレイの役割・時間を可視化) 
○合・ランキング法(意見をランキング化) 
・要約(いくつかの意見をまとめて一般化) 
・認め合い(友だちの意見を肯定的に評価) 

<静かをつくる> 友だちと協力して静寂をつくる体験から，協力の気持ちよさを体感する。 
<ラッキーセブンじゃんけん> 友だちと協力して活動する体験から，協力の気持ちよさを体感する。 

<こだま> リーダーが叩いたリズムの真似をして，一体感とそろったときの気持ちよさを体感する。
<声出しビート> 一人から始まったリズムを班で共有することで，班の一体感をもつ。 

<質問じゃんけん> オープンクエスチョンの練習をする。<四つの窓> 意見の可視化の練習をする。 
<うそつき自己紹介> 質問の仕方を練習する。 

<きつい言葉たち・温かい言葉たち> 自分たちが使っている言葉について振り返る。 
<トラブルヘルパーになろう> ピア・メディエーションに係るロールプレイを行う。 

・・・学習内容 

 ・・・ファシリテーションのスキル 
（○場：場のデザインのスキル○人：対人関係のスキル○構：構造化のスキル○合：合意形成のスキル） 

・・・学級活動と関連付けた活動 

○ 怒りの仕組みと対処法について知り，体験的に
学ぶ。 

・怒りの仕組みを見える化し，怒りの仕組みを理解
する。 

・怒りへの対処法：「①深呼吸②カウントアップ③
自分への声掛け④リフレーミング」を体験する。 

 

○ 友だちとのトラブルを解決する方法を考え，トラ
ブル解決のポイントを一般化する。 

・動画を見て，トラブルを解決する方法を考える。 
・トラブル解決の方法をグループで話し合い，トラ
ブル解決のポイントとして，一般化する。 

○ メディエーターの聞き方・話し方を考え，体験
的に学ぶ。 

・動画を見て，メディエーターの聞き方・話し方を
考え，グループで話し合い，一般化する。 

・メディエーターの聞き方・話し方を意識して，練
習する。 

 

○ ロールプレイを行い，ピア・メディエーションの
練習を行う。 

・トラブル解決のポイント及び話し方・聞き方のポイ
ントを使って，ロールプレイを行う。 
【場面①】廊下でのトラブル 
【場面②】ボールの片付け場面でのトラブル 
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で，児童相互の好ましい人間関係を育むことができ

るであろう。 

 

２ 検証の視点と方法 
検証の視点と方法について，表１に示す。 

 

表１ 検証の視点と方法 

検証の視点 検証の方法 
・問題を話合いで解決しよ
うとする意識が高まった
か。 

・自尊感情が高まったか。 
・支え合う人間関係の構築
に効果があったか。 

・質問紙による事前・事後
調査の比較 

・振り返りシート及び行動
観察による研究授業の効
果測定及び考察 

 

３ 質問紙による調査 

本研究における好ましい人間関係の定義を基に，

「問題を話合いで解決しようとする意識が高まった

か」「自尊感情が高まったか」「支え合う人間関係

の構築に効果があったか」の尺度を測定するため，

「佐賀県教育センター」及び「東京都教職員研修セ

ンター」の質問紙を参考に作成し，実態把握及び効

果測定を行う。 

○ 調査日 事前 平成28年５月24日（火） 

      事後 平成28年６月24日（金） 

○ 対 象 所属校第６学年（３学級98人） 

○ 方 法 ４段階尺度法 

○ 構 成 ３項目45問 

 

Ⅳ 研究授業 

 

１ 研究授業 
○ 期  間 平成28年６月１日～平成28年６月23日 

○ 対  象 所属校第６学年（３学級98人） 

○ 対象授業 特別活動 

○ 単 元 名 「トラブルヘルパーになろう」 

○ 目  標  

ピア・メディエーションを生かした学習に取り

組むことで，自分たちでトラブルを解決すること

ができる。 

○ 指導計画 
時 学習活動 
１ ・怒りの仕組みと対処法について理解する。 

２ 

・友だち同士のトラブル解決のポイント(ピア・ 
メディエーションのスキル)を理解する。 

・友だち同士でトラブルが起こった時には，自分 
がトラブルヘルパー（メディエーター）となる 
ことを知る。また，自分がトラブルの当事者と 
なった時には，トラブルヘルパーを介して，ト 
ラブルを解決できることを知る。 

３ 
・ピア・メディエーションのスキルを体験的に学 

習する。 

① トラブルヘルパーの聞き方・話し方の練習 
② トラブルヘルパーになるための練習 

４ 
・ 
５ 

・ロールプレイを行い，ピア・メディエーション
の練習を行う。 

① 廊下でのトラブル 
② ボールの片付け場面でのトラブル 

 

２ 研究授業の実際 
(1) 第１時 

怒りの仕組みと対処法について理解させる構成

とした。 

導入では，児童がトラブルや腹が立ったことを開

示しやすくするため，「アイスブレイク」「自己開

示」のファシリテーションのスキルを用いた。仲間

を誘って活動したり，自分の経験を積極的に発言し

たりする児童の姿が見られた。 

 

 
アイスブレイクを行う児童の様子 

 

展開では，怒りの感じ方の違いを実感できるよう

に，「思考の見える化」「グループサイズ」「バズ

型」のファシリテーションのスキルを用いた。怒り

の仕組みを温度計と風船の図で示すとともに，仲間

と怒りの温度について比較する話合いの場を設定し

た。また，怒りへの対処法を「①深呼吸②カウント

アップ③自分への声かけ」と簡潔に示したスライド

を提示することで，視覚的に理解させた。さらに，

この対処法を体験的に学ぶ場を設定した。自分の日

常生活を振り返って感想を述べたり，怒りへの対処

法を積極的に使ったりする児童の姿が見られた。 

(2) 第２時 

 トラブルを解決する方法を知る構成とした。 

導入では，児童が自分たちでトラブルを解決しよ

うとする意欲を高めるため，「自己開示」「学びの

価値の共有」のファシリテーションのスキルを用い

た。教師のトラブル体験を基に，解決したときの気

持ちなどについて語った上で，具体的なトラブルの

場面例を動画で提示した。 

展開では，「ランキング法」「行動の見える化」

「思考の見える化」「問いかけ」のファシリテーショ

ンのスキルを用いて，メディエーターの役割をイ

メージできる動画を示した。児童が気付いたメディ

エーターの役割をワークシートに書き出させ，これ

を基に，トラブル解決のポイントを整理させた。「自

分がメディエーターならどうするか」という視点で，
・ 

・ 
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動画の言動と比較して考える児童の発言があった。 

 
① 二人の真ん中に立つ。 
② トラブルを解決するために，間に入ることについて，
二人にＯＫをもらう。 

③ 正直に自分の気持ちを話すことを約束する。相手の話
を最後まで聞くことを確認する。 

④ 二人の言い分を確認しながら交互に聞く。 
⑤ 自分の考えや意見を出さない。 
※ トラブルが解決しない場合は，大人に話す。 

一般化したトラブル解決のポイント 

 

(3) 第３時 

 メディエーターの聞き方・話し方を知る構成とし

た。メディエーターの聞き方・話し方に焦点を当て，

前時のトラブル解決のポイント以外で何が必要かを

考えさせるため，「学びの価値の共有」「グループ

サイズ」「バズ型」「思考の見える化」「ランキン

グ法」「要約」「認め合い」のファシリテーション

のスキルを用いた。動画を基に，メディエーターの

聞き方・話し方の気付きをホワイトボードに書き出

させることで，児童の思考を整理し，活動への意欲

につなげた。互いの違いに目を向け，相手の意見を

尊重しようとする児童の姿が見られた。 

 終末のシェアリングでは，学習したことや感じた

ことを互いに伝え合うとともに，学習への意欲的な

態度を積極的に称賛し合った。また，自ら見付けた

聞き方・話し方を意識して，役割演技に取り組ませ

ることで，相手のことを考えて行動しようとする振

り返りシートの記述が見られた。  

(4) 第４・５時 

前時までに学習した「トラブル解決のポイント」

「聞き方・話し方のスキル」を用いて，メディエー

ターとして，トラブルを解決する方法を体験的に学

ぶ構成とした。 

 日常生活を想定して学ぶことができるよう，「イ

メージ化」「思考の見える化」「行動の見える化」

「傾聴」「認め合い」「シェアリング」のファシリ

テーションのスキルを用いた。ロールプレイにおい

て，役割とタイムテーブルを意識しやすいように「行

動の見える化」のスキルを用いて提示した。また，

「認め合い」のスキルを用いて，観察者の役割では，

メディエーターの肯定的評価をホワイトボードに書

き出させた。さらに，観察者が書き出した気付きを

基に，メディエーターに大切なことを３点に絞って

挙げさせた。 

これにより，児童は，自らの気付きを共有したり，

共感したりすることで，日常生活を振り返り，今後

の生活に生かしていこうとしている発言や振り返り

の記述が見られた。 

 

 
 

観察者の気付きを基に話し合う児童の様子 

 

 
 

児童が考えたメディエーターとしての留意点を踏まえロール
プレイを行う児童の様子 

 

Ⅴ 結果と考察 
  

１ 質問紙調査全項目 

質問紙調査全項目による事前事後の平均値の変

化を，図３に示す。 

 事前調査の結果から，他者とトラブルになる児童

の肯定的回答の割合が低いことが分かった。そこで，

事前調査において，全質問項目の平均値３未満を低

位層，３以上3.5未満を中位層，3.5以上を高位層と

して分析することとした。ｔ検定を行った結果，全

項目の平均値は，すべての層で有意に上昇した。 
 
 

 

図３ 全項目の変化 

 

２ 問題を話合いで解決しようとする意識 

「問題を話合いで解決しようとする意識が高

まったか」に関する質問紙調査の平均値の変化を，

図４に示す。 
 
 

 
図４ 問題を話合いで解決しようとする意識に関する変化 

（点） 

（点） 
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ｔ検定を行った結果，低位層と中位層の平均値が

有意に上昇した。特に，「友だち同士のトラブルを

見た時に，声を掛けようと心掛けていますか。」「友

だち同士のトラブルを見た時に，声を掛けています

か。」という質問項目の平均値が，それぞれ，3.17

から3.44に，3.01から3.15となり，有意に上昇した。

また，「トラブルにならないような聞き方をしてい

ますか。」「トラブルにならないような話し方をし

ていますか。」という質問項目については，全体の

平均値がそれぞれ，3.28から3.38，3.14から3.30と

なり，有意に上昇した。低位層・中位層では，「友

だち同士のトラブルを見た時に，声を掛けようと心

掛けていますか。」の質問項目の上昇が最も大きく，

肯定的回答の割合が，低位層は32％から58％，中位

層は87％から100％となった。また，高位層は，事前

事後とも100％で，振り返りシートの記述には，「こ

の学習が終わっても，この勉強は生かしていかなけ

れば意味がないので，トラブルの場面などで生かし

たいです。」とあった。さらに，98.8%の児童が振り

返りシートに「ピア・メディエーションをこれから

の生活に生かしていきたい。」と記述していた。ま

た，所属校の教師からの聞き取りでは，友だちとの

関係の中で，中立的な立場で物事を考え，行動する

児童が増えたと答えている。 

これは，メディエーターの役割に自ら気付いた

り，身近な題材を用いて体験的に学ぶ構成としたり

する工夫を行ったこと及びファシリテーションのス

キルである「認め合い」や「評価の見える化」など

の教師の働き掛けの工夫を行ったことで，児童が友

だち同士のトラブルに関心をもち，ピア・メディエー

ションの実践意欲が高まった結果と考える。また，

高位層の平均値は0.06ポイント下がっているが，こ

れは，ピア・メディエーションを生かした学習プロ

グラムを通して，友だちとのトラブルを話合いで解

決しようとする意識が下がっているものの，一定程

度持続していると考える。 

これらのことから，児童の問題を話合いで解決し

ようとする意識が高まったと考える。 

 
・良かった点は，お互いの話を最後まで聞けたところ。相
手の気持ちを考えることが大切だと思った。 

・本当にトラブルが起きても，解決していきたい。 
低位層の児童の振り返りシートの記述例 

 

３ 自尊感情 

「自尊感情が高まったか」に関する質問紙調査の

平均値の変化を，図５に示す。 

 

 
図５ 自尊感情の変化 

 

これは，友だち同士のトラブルを解決する体験的

な学習及び「認め合い」のファシリテーションのス

キルを取り入れた教師の働き掛けを通して，児童は

「自分は，誰かの役に立てる。」という気持ちをも

ち，自尊感情が高まったと考える。また，高位層の

平均値は有意な上昇が見られなかったものの，「自

分はダメな人間だと思うことはない。」という質問

項目の変容及びメディエーターとして他者に関わる

活動の様子から，自分に自信をもつ意識に変容した

と考える。 

 
・トラブルヘルパーがいると，トラブルを解決できるので，

いい役割だと思いました。 
・トラブルヘルパーは優しい口調が大事。気持ちが届くよ

う話していきたい。 
 

低位層の児童の振り返りシートの記述例 

 

４ 支え合う人間関係の構築 
「支え合う人間関係の構築に効果があったか」に

関する質問紙調査の平均値の変化を，図６に示す。 
 

 

 
図６ 支え合う人間関係の構築に関する変化 

 

 ｔ検定を行った結果，低位層と中位層の平均値が

有意に上昇した。特に，「あなたのクラスは，明る

く楽しい雰囲気だと思いますか。」の質問項目では，

低位層の肯定的回答の割合が，71％から100％に上昇

した。また，「あなたのクラスでは，だれかが悲し

むような言動はありませんか。」の質問項目の肯定

的回答の割合が，中位層で26％から62％に，高位層

で26％から74％に上昇した。さらに，低位層のＡ児

及び中位層のＢ児の振り返りシートの記述の変容

を，次頁表２に示す。 

（点） 

（点） 
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表２ 振り返りシートの記述の変容 

 第２時 第４・５時 

Ａ

児 

・

中

位

層 

けんかが減っ

て，助ける人に

なれると思う。

これから，使っ

てみたい。 

メディエーターは優しくて，自分の

気持ちを分かってくれるようだっ

た。目を見て聞くことが大事だと

思った。難しいけど，できるように

なったらとても役立つと思う。 

Ｂ 

児 

・

低

位

層 

相手の気持ち

になって，考え

ることが大切

ということが

分かった。 

難しいところは，メディエーターが

使う言葉を考えるところです。気を

付けたところは，相手の意見をちゃ

んと聞くところです。良かった点は

優しい口調で言ったことです。 

 

 Ａ児，Ｂ児の記述から，第２時には，簡単な振り

返りの記述であったが，第４・５時には，自分がメ

ディエーターになること想定し，具体的なスキルの

記述や相手意識をもった記述に変容していることが

分かる。 

これは，メディエーターとして，友だち同士のト

ラブルを解決する方法を学ぶとともに，「合意形成」

「認め合い」のファシリテーションのスキルを取り

入れ，児童自身が使っている言葉を振り返ることが

できた結果であると考える。また，ピア・メディエ

ーションを生かした学習活動を通して，メディエー

ターとして，友だち同士のトラブルを解決する方法

を学び，相手を尊重する意識につながった結果と考

える。そして，学級活動の内容と関連付けた活動を

帰りの会で行ったことで，トラブルを話合いで解決

しようとする思いやりのある風土になり，児童間の

人間関係の変容につながったと考える。  

これらのことから，支え合う人間関係の構築に効

果があったと考える。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 
 

１ 研究の成果 

○ ピア・メディエーションを生かした活動プログ

ラムを実施することで，特に，他者とトラブルに

なる児童が含まれる低・中位層の児童のお互いに

尊重し合う意識が高まり，児童相互の好ましい人

間関係を育むことに有効であることが分かった。 

○ ピア・メディエーションを生かした活動プログ

ラムに，ファシリテーションのスキルを取り入れ

た教師の働き掛けを行うことで，児童のメディ

エーターとしての主体的な活動につながり，自尊

感情を高めることにつながることが分かった。 

 

２ 今後の課題 

○ ピア・メディエーションを生かした活動プログ

ラムを，今後も継続的に実施することで，児童に

メディエーターとしての役割の定着を図りたい。 

○ メディエーターに必要なスキルを身に付けさ

せるためには，第６学年のみではなく，他学年に

おける活動プログラムを検討する必要がある。 
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